支援の必要な人の特性に応じた対応表（１）
	要配慮者
	避難所における支援の留意点
	必要な技術

	
	避難者が協力して行うこと
	市が行うこと
	

	共　通
	・その場でできる範囲での助け合い、支え合いを行う。
	・要配慮者に必要な生活用品の支給と確保に努める。
・災害により必要な補装具や日常生活用具を破損・紛失した場合には、迅速な修理・支給に努める。
	・心のケア
・感染症対策


	介 護 を 要 す る 人
	要介護度の高い高齢者
	・福祉避難室に収容する、又は居住スペースでも移動が少なくてすむ出入口付近に場所を確保する。
・居室の温度調整に努める。
・排泄や水分摂取を我慢して体調悪化をまねくことがないよう細やかな配慮を行う。
・移動が困難な人に対しては移動介助を行う。
・特に徘徊の症状がある認知症高齢者については、周囲の避難者にも声をかけて見守りや声掛けへの協力をお願いする。
	・移動が困難な人に対しては杖や車いすの貸与について配慮する。
・援助が必要な人に対して　ホームヘルパー等を派遣する。
	・日常介護
（食事、用便、入浴、
着替え、投薬等）
・移動介助
 

	
	妊産婦や乳幼児
	・衛生面での配慮を行う。
・子どもの泣き声、夜泣き等で周囲に気兼ねせず過ごせるような場所の確保に努める。
・授乳や妊婦が安静をとることのできる女性用スペースの確保に努める。
	・急病などに備え、近隣の小児科医や分娩可能な医療機関や稼働状況についての情報を入手し、避難所に情報提供する。
	・乳幼児の世話

	身 体 面 の 支 援 を 要 す る 人
	肢体不自由のある人
	・福祉避難室に収容する、又は居住スペースでも移動が少なくてすむ出入口付近に場所を確保する。
・車いすが通れる通路を確保する。
・仮設トイレを屋外に設置する場合、壁伝いに行くことができる場所に設置する、順路にロープ等を張るなど移動が楽に行えるように配慮する。
・補助犬使用者については、避難所内で補助犬と避難生活が送れるように配慮する。
	・簡易のスロープを設置するなど避難所内のバリアフリー対策を行う。
・必要に応じて、災害ボランティアセンター等と協力して、専門ボランティア等を派遣する。
	・障害に応じた日常介護
（食事、用便、入浴、
着替え等）
・トイレ等への移動介助 

	
	難病患者や内部障害のある人等
	・人工透析患者、人工呼吸器使用患者、在宅酸素療法や薬物療法等が継続的に必要な患者については、災害対策本部に連絡し、必要な医療資材を確保するとともに、状況に応じて医療機関への搬送を要請する。
・特に人工呼吸器使用者については、緊急搬送までの間、非常用電源を確保する。
	・医療資材や医療機関への搬送の要請にできるだけ速やかに対応できるよう体制を整える。
・医療機関等の協力を得て巡回診療を実施する。
	・必要とする医療や薬剤等の判断
・災害時に代替する医療機関の情報（人工透析、薬物療法、導尿、洗腸等） 




支援の必要な人の特性に応じた対応表（２）
	要配慮者
	避難所における支援の留意点
	必要な技術

	
	避難者が協力して行うこと
	市が行うこと
	

	情 報 面 で の 支 援 等 を 要 す る 人
	視覚に障害のある人
	・福祉避難室に収容する、又は居住スペースでも移動が少なくてすむ出入口付近に場所を確保する。
・構内放送・拡声器などにより音声情報を繰り返し流したり、ラジオの貸し出し、拡大文字や点字による情報の提供に努める。
	・災害ボランティアセンター等と協力して、点訳・音訳ボランティアなどの専門ボランティアを派遣する。
	・音声による情報伝達
・移動介助

	
	聴覚に障害のある人
	・情報班は、音声による連絡を必ず掲示板や広報誌等の文字情報でも掲示する。 
・手話通訳や要約筆記の必要な人同士をできるだけ近くにまとめ、情報がスムーズに行き渡るよう配慮する。
・口元の動きを見てある程度会話を読みとれる人もいるので、対話の際は相手に顔を向けて、マスク等を外し、口元や表情がはっきり見えるように配慮する。
	・災害ボランティアセンター等と協力して、手話通訳者や要約筆記者などの専門ボランティアを派遣する。
	・手話、筆談
・災害後の広報誌（紙）、情報誌（紙）等

	
	知的障害のある人
	・福祉避難室に収容する、又は居住スペースでも間仕切りを活用して個別の空間を確保する。
・周囲とコミュニケーションが十分にとれずトラブルの原因になったり、環境の変化のため精神が不安定になることがあるので、周囲の理解を促す。
・会話の際は、ゆっくりと短い言葉で分りやすく説明し、相手が理解できたか確認する。
	・必要に応じて、災害ボランティアセンター等と協力して、専門ボランティア等を派遣する。
	・災害発生後に落ち着かせるなど適切な処置
・周囲の理解 

	
	発達障害のある人
	・福祉避難室に収容する、又は居住スペースでも間仕切りを活用して個別の空間を確保する。
・日常とは違う場所や空間、騒音によって混乱やパニックを引き起こす可能性も高いので、周囲の理解を促す。
・会話の際は、ゆっくりと短い言葉で分かりやすく説明し、相手が理解できたか確認する。
・要点を分かりやすく紙に書いて伝える、絵や図等で伝えるといった工夫をする。（コミュニケーションボードの活用など）
	・必要に応じて、災害ボランティアセンター等と協力して、専門ボランティア等を派遣する。
	・災害発生後に落ち 着かせるなど適切な処置
・周囲の理解

	
	精神的障害のある人
	・入院の緊急性の高い患者については、災害対策本部に連絡し、緊急搬送を要請する。
・日ごろから服薬している薬を他人の目を気にしないで服薬できるような場所の確保に努める。
	・災害時のショックやストレスによる病状悪化や再発を防ぐため、医療機関等の協力を得て外来診察や往診・訪問援助を行う。
	・災害発生後に落ち着かせるなど適切な処置、医療
・周囲の理解

	
	外国人
	・多言語や分かりやすい日本語による情報提供が必要となる。
[bookmark: _GoBack]・食事をはじめ、宗教や慣習等に対して配慮する。
	・災害ボランティアセンター等と協力して、通訳できる人を派遣する。
	・災害や緊急時の専門用語も含めた通訳、翻訳



